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 ６月下旬には、すでに関東地方は梅雨明け宣言となりました。また、７月に入ると西日本

では豪雨災害が起こり、甚大な被害をもたらしました。最近の気候がおかしいことは多くの

人が気付いている事ですが、この異常気象の原因は、地球上に住む私たち人間にあるという

ことを忘れてはならないと思います…。 

 さて、昨今の話題はサッカーワールドカップ一色という状況です。勝負の世界であっても

一喜一憂しながら、平和的な祭典に酔いしれることは、人種間を越え地球上が一つになって

いるように思え嬉しくなります。 

◎ 「本科」音楽入門コースの取り組み！ 

  幼児科からの発展コースとして、小学校１年生から３年生まで 

が受講できるコースで、音楽の入門的な講座を楽しみながら、し 

かもじっくりと専門知識が学べる全国でも珍しいコースです。 

  私が音楽入門コースを訪問した時は、「音符」や「休符」の種 

類や特徴を学習していました。音符は、言語で言えば「あいうえ 

お…」にあたり基本中の基本にあたるものです。その音符を五線 

紙上に書き表すことで、音の高低差が表現でき、あらゆる音楽を 

記譜できることになります。これを「楽譜」といい、世界で共通 

認識されているので、通訳の必要性はありません。 

  受講生たちは、講師がわかりやすく準備した教材を参考に必死 

にノートする子対して、学年差があるのでゆとりのある子が、教 

え合う光景も見れ、異学年が一緒に学ぶ長所もあると感じました。 

  基礎を習得することは、とても大切なことですが、地道な事柄 

だけに退屈しないよう本アカデミーでは楽しみながら体験するこ 

とで、自然と基礎が身に着くように工夫された取り組みがなされています。その集大成と

して、４月に開催される「ファミリーコンサート」では、リコーダー及び鍵盤ハーモニカ、

合唱を駆使したステージ発表が披露できるようになるなど、１年間の成果が実る場を設け

ています。 

◎ 何事も基本が大切！ 

将来、どのような職業に就いたとしても、その場の基本があります。この基本を身に 

着けることの大切さを怠っていると大成しないのが現実です。また、その前に人としての

基本動作が問われないように基本的生活習慣を身に着けなければなりません。「あいさつ」

ができますか…？「他の人を敬う」ことができますか…？「学ぶ姿勢」が確立できていま
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すか…？などなど…。以上、この三項目は、とても重要な基本動作として捉えています。 

「あいさつ」～コミュニケーションの第一歩であり、生活していくうえで最も基本的なこ

とです。これを怠ると孤立してしまい、世間からも見放される原因となりかねません。 

「他の人を敬う」～人は一人では生きられません。自分中心の考え方で生きれば誰も振り

向きません。相手の気持ちを理解しようとする行動が、人の輪を広げることに繋がります。 

「学ぶ姿勢」～学ぶ意欲が無ければ、いくら才能があっても伸ばすことはできなくなりま

す。また、聴く耳を怠れば向上心を失うことになります。 

茶人「千利休」が茶道を通じて発信した考えで、「守・破・離」という言葉があります。

「守」はすべてにおける基礎、「破」は自立を促す大切な時期、「離」は自分で作り出す独

自の世界をそれぞれ意味しています。この考え方は、私たちの生活の中でも活かせること

ですので、もう少し詳しく述べてみたいと思います。 

例えば「学校の先生」になるためにも守破離は存在しています。先生になるためには教

員免許を取るために「教育実習」が必要になり、ここで「守」にあたる先輩の先生の仕事を

学びます。その後、先生になっても他の教員から様々なことを学び、自分はどういった教

師になりたいのか模索していく「破」があり、ある程度の教職生活を経て教師として始動す

る「離」と変化していきます。他の職場や勉強でも、最初は先輩や先生から教わることから

始まり、最終的に自分自身で考えて行動するようになります。守破離の精神は、日本人に

とって切り離すことのできないものとなっているような気がします。 

このようなことは、本アカデミーでも当てはまることがたくさんあります。本科の最初

は、「音楽入門コース」から始まります。音楽への入門講座として「音楽の不思議」や「音

楽の楽しさ」を体感しながら、基礎的な要素をしっかりと学びます。この時期にしっかり

と基礎を学ぶことができれば、その後に続く「合唱コース」並びに「オーケストラコース」

では、入門講座で学んだことが実践の場で活かせるのではないかと思います。まさに「音

楽入門コース」は「守」にあたるところで、しっかりと基本を身に着ける場であることが

理解できます。 

現在、「音楽入門コース」で学んでいる受講生の皆さんも、音楽の基本を身に着けるこ

とと併せて、人としての基本動作「あいさつ」、「他の人を敬う」、「学ぶ姿勢」もしっかり

身に着け、本アカデミーのホープとして成長されるよう期待しています。 

 

  

   

 

            
 

   

  
ファミリーコンサート（４月）前の練習風景と本番です！ 

本番はバッチリでした！ 


